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だん欠食する（食事を抜く）ことがありますか（①毎日食べる，②週 2∼ 4 回なし，③週
4∼ 5 回なし，④食べない），⑵あなたはふだん間食（夜食を含む）しますか（①毎日食べ
る，②週 2∼ 4 回なし，③週 4∼ 5 回なし，④食べない），⑶あなたはふだん外食しますか
（①毎日，②週 4∼ 7 食，③ 2∼ 4 食，④食べない），⑷あなたはふだん朝食を食べますか
（①毎日食べる，②週 2∼ 4 回なし，③週 4∼ 5 回なし，④食べない）である。
２）食事内容調査は，朝・昼・夜に食べた食事内容を６月 10 日から７月 10 日までの期
間中の２日間の食事（食べたもの全て）をデジタルカメラ（又はカメラ付携帯電話）で撮
影してもらい，さらに献立の記録票も一緒に送信してもらった。























































週4-5回なし 1（10.0％） 1（ 5.0％）
週2-4回なし 1（10.0％） 3（15.0％）
毎日食べる 7（70.0％） 14（70.0％）















事例２は，１日目の朝欠食していても総カロリー 2017 kcal，２日目 2186 kcal，過剰な脂
質摂取がみられた。













事例５は，１日目 1716 kcal，２日目 1981 kca であり，両日ともに炭水化物，脂質ともに
過剰摂取状況にあった。





















































２）厚生労働省，平成年平成 22 年版食育白書 https://form.cao.go.jp/syokuiku/opinion-0001.html
p15-18
３）厚生労働省，平成年平成 22 年版食育白書 https://form.cao.go.jp/syokuiku/opinion-0001.html
p28-29
４）携帯電話を利用した食事栄養診断システムには先行事例がある（IT機器を利用した通信に
よる生活習慣改善プログラムに関する研究	田嶋他，栄養日本第 48 巻第４号，pp. 39-41，2005
年他）
５）簡便な方法を活用した栄養調査の有効性に関する研究内藤初枝静岡県立大学短期大学部研究
紀要 15-W号（2001 年度）-2 pp. 1-11
６）カメラ付きケータイを用いた栄養教育システムの開発○吉田友敬，シンポジウムケータイ・
カーナビの利用性と人間工学	2006/3/9-10。
７）内閣府食育推進室：大学生の食に関する実態・意識調査報告書 平成 21 年９月 pp. 6-10
８）内閣府食育推進室：食事に関する習慣と規範意識に関する調査報告書 平成 22 年１月 p. 1
９）社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会東日本支部 食育に関する教育用プロ
グラムの施行 05.4.23
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